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（1）

凡
　
　
例

一
、
こ
の
『
歷
代
寳
案
』
第
一
集
校
訂
本
（
活
字
本
）
は
、
同
書
第
一
集

の
現
存
す
る
諸
異
本
を
校
合
し
、
第
一
冊
に
巻
一
～
二
二
、
第
二
冊
に
巻

二
三
～
四
三
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
凡
例
は
第
一
集
校
訂
本
（
活
字
本
）
に
適
用
す
る
。

一
、
校
合
に
使
用
し
た
諸
異
本
と
そ
の
略
称
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

鎌
倉
芳
太
郎
氏
影
印
本	

鎌

　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
筆
写
本
（
巻
四
一
）	

鎌
写

東
恩
納
寛
惇
氏
影
印
本	

東

旧
沖
縄
県
立
図
書
館
筆
写
本	

県

　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
重
複
本
（
巻
一
）	
県
乙

東
恩
納
文
庫
蔵
筆
写
本	
東
写

　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
重
複
本
（
巻
一
四
）	

東
写
乙

横
山
重
氏
筆
写
本	

横

台
湾
大
学
蔵
筆
写
本	

台

　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
重
複
本
（
巻
一
四
）	

台
乙

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
筆
写
本	

史

鄭
良
弼
旧
蔵
筆
写
本	

鄭

国
立
国
会
図
書
館
蔵
筆
写
本	

国

こ
れ
ら
諸
異
本
の
存
巻
表
は
凡
例
の
次
に
表
示
す
る
。
諸
本
の
成
立
、

所
蔵
先
、特
色
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、第
一
集
校
訂
本
第
二
冊
（
一
九
九
二

年
刊
行
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
解
説
を
参
照
さ
れ
た
い
。

一
、
校
訂
の
底
本
は
『
歷
代
寳
案
』
校
訂
本
第
一
冊
・
第
二
冊
（
一
九
九
二

年
刊
行
）
と
し
、
底
本
と
同
様
に
二
丁
を
一
ペ
ー
ジ
（
上
下
二
段
組
）
に

収
め
る
活
字
本
と
し
た
。

た
だ
し
底
本
の
鎌
倉
影
印
本
の
不
鮮
明
な
箇
所
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
同

時
期
の
影
印
本
で
あ
る
東
恩
納
影
印
本
の
対
応
す
る
丁
あ
る
い
は
丁
の
右

面
・
左
面
を
差
し
換
え
た
場
合
が
あ
り
、
ま
た
両
本
と
も
に
欠
落
し
た
箇

所
は
東
恩
納
文
庫
蔵
写
本
で
補
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
箇
所
の
詳
細
は
存

巻
表
の
付
録
と
し
て
表
示
す
る
。

 

一
、
各
文
書
の
最
初
に
文
書
番
号
を
付
し
た
。
一
―
〇
一
―
〇
一
は
第
一
集

第
一
巻
の
第
一
号
文
書
を
示
す
番
号
で
、
以
下
同
様
に
し
て
一
―
四
三
―

二
三
ま
で
で
あ
る
。

一
、
校
合
の
原
則
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（１）
底
本
の
体
裁
を
保
存
す
る
た
め
、
抬
頭
・
欠
字
・
空
格
等
及
び
一
丁
の

行
数
・
一
行
の
字
数
に
い
た
る
ま
で
で
き
る
だ
け
底
本
に
準
ず
る
。

（２）
対
応
す
る
文
書
が
『
明
実
録
』
等
の
参
照
資
料
に
含
ま
れ
る
場
合
は
、

こ
れ
を
校
合
の
参
考
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
略
称
を
用
い
て
頭
注
に

掲
示
す
る
。
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明
実
録	

明

大
清
歴
朝
実
録	

清

李
朝
実
録	

李

明
清
檔
案	

档

國
榷	

榷

崇
禎
二
年
皇
帝
勅
諭	

旅

陳
侃
　
使
琉
球
録	

陳

夏
子
陽
　
使
琉
球
録	

夏

汪
楫
　
冊
封
疏
鈔	

汪

許
孚
遠
　
敬
和
堂
集
「
題
琉
球
冊
封
疏
」	

敬

李
清
　
南
渡
録	

南

（３）
校
異
は
原
則
と
し
て
当
該
文
字
、
あ
る
い
は
底
本
の
虫
食
・
破
損
等
で

欠
損
す
る
文
字
や
誤
写
等
に
よ
る
判
読
不
明
の
文
字
を
示
す
□
の
右
傍

に
ペ
ー
ジ
ご
と
の
注
番
号
を
付
し
、
依
拠
し
た
諸
本
・
参
照
資
料
の
略

称
と
と
も
に
頭
注
に
掲
示
す
る
。

（４）
底
本
の
虫
食
・
破
損
等
で
欠
損
す
る
文
字
や
誤
写
等
に
よ
る
判
読
不
明

の
文
字
を
、
諸
本
・
参
照
資
料
に
よ
ら
ず
推
定
し
た
場
合
は
、
当
該
文

字
を
示
す
□
の
右
傍
に
注
番
号
を
付
し
、
頭
注
に
「
―
カ
」
と
記
す
。

（５）
底
本
の
誤
字
あ
る
い
は
衍
字
と
推
定
さ
れ
る
場
合
は
、
当
該
文
字
の

右
傍
に
注
番
号
を
付
し
、
頭
注
に
「
―
ノ
�
カ
」
あ
る
い
は
「
衍
字
カ
」

と
記
す
。
ま
た
脱
字
と
推
定
さ
れ
る
場
合
は
、
当
該
箇
所
に
＊
印
と
注

番
号
を
付
し
、
頭
注
に
「
―
ヲ
脫
カ
」
と
記
す
。

（６）
錯
簡
・
欠
落
・
挿
入
お
よ
び
留
意
事
項
等
に
つ
い
て
は
、
当
該
箇
所
に

※
印
を
付
し
、
頭
注
に
そ
の
旨
を
記
す
。

（７）
底
本
に
存
す
る
明
ら
か
な
誤
字
（
誤
写
・
癖
字
等
）
は
注
記
せ
ず
に
訂

正
す
る
。

（８）
底
本
に
頻
出
す
る
明
ら
か
な
誤
用
（
混
用
）
は
注
記
せ
ず
に
訂
正
す
る
。

例
え
ば
、
己
と
已
・
巳
、
侯
と
候
、
祇
と
祗
、
未
と
末
、
齎
（
賫
）
と

賚
・
齋
、
辨
と
辦
・
辧
・
辯
、
紬
と
細
、
入
と
人
・
八
、
由
と
田
、
毋

と
母
、
あ
る
い
は
木
偏
と
手
偏
、
示
偏
と
衣
偏
を
混
同
す
る
類
で
あ
る
。

（９）
校
合
に
使
用
す
る
諸
本
・
参
照
資
料
に
存
す
る
文
字
の
異
同
の
う
ち
、

一
と
壱
・
壹
、
二
と
弐
・
貳
等
の
数
字
お
よ
び
並
と
併
・
并
、
實
と
寔
、

据
と
據
、
于
と
於
、
船
と
舡
等
の
同
義
で
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
は
注

記
を
省
く
。

（10）
底
本
お
よ
び
諸
本
に
存
す
る
ペ
ン
字
そ
の
他
に
よ
る
後
か
ら
の
書
き
込

み
は
、
そ
の
ま
ま
当
該
本
の
文
字
と
は
せ
ず
、
推
定
さ
れ
た
も
の
と
し

て
扱
う
。
た
だ
し
底
本
の
影
印
撮
影
時
す
で
に
存
し
た
書
き
込
み
と
、

影
印
の
不
鮮
明
な
部
分
を
ペ
ン
書
き
で
補
修
し
た
箇
所
は
、
原
則
と
し

て
当
該
本
の
文
字
と
し
て
扱
う
。

一
、
字
体
は
原
則
と
し
て
正
字
体
に
統
一
し
た
。
た
だ
し
人
名
の
俗
字
・
異

体
字
に
つ
い
て
は
底
本
の
表
記
に
従
う
が
、
同
一
人
物
で
二
種
の
字
体
に

よ
る
表
記
が
存
す
る
場
合
は
、混
同
を
避
け
る
た
め
正
字
体
を
採
用
し
た
。

　
　
ま
た
頭
注
に
掲
示
す
る
諸
本
・
参
照
資
料
に
お
い
て
俗
字
・
異
体
字
が



（2）（3）

使
わ
れ
て
い
る
場
合
も
、
正
字
体
に
改
め
て
注
記
し
た
。

一
、
各
巻
冒
頭
の
表
示
は
、
東
恩
納
影
印
本
の
一
部
に
僅
か
に
残
る
表
紙
・

扉
お
よ
び
鎌
倉
影
印
本
に
手
書
き
で
付
さ
れ
た
表
紙
・
扉
に
基
づ
き
、
全

巻
に
つ
い
て
復
原
し
て
活
字
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
校
訂
本
第
一
冊
の
巻

頭
の
グ
ラ
ビ
ア
を
参
照
さ
れ
た
い
。

一
、
存
巻
表
の
後
に
、
第
一
冊
（
活
字
本
）
の
存
巻
表
付
録
を
付
し
た
。

一
、
本
文
の
後
に
、
第
一
冊
（
活
字
本
）
の
参
照
資
料
一
覧
を
付
し
た
。

一
、
本
冊
は
池
谷
望
子
・
内
田
晶
子
氏
が
監
修
し
た
。

一
、
第
一
集
の
底
本
に
使
用
し
た
鎌
倉
影
印
本
所
蔵
の
沖
縄
県
立
芸
術
大
学

附
属
図
書
・
芸
術
資
料
館
、
東
恩
納
影
印
本
所
蔵
の
沖
縄
県
立
図
書
館
を

は
じ
め
、校
合
に
使
用
し
た
写
本
な
ど
を
所
蔵
す
る
那
覇
市
歴
史
博
物
館
、

法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
、
台
湾
大
学
図
書
館
、
東
京
大
学
史
料
編
纂

所
、
お
よ
び
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
等
の
御
協
力
に
対
し
、
深
く
感
謝
の

意
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
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巻
数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

文書
形式 詔　勅 礼  部  咨 福建布政使司等咨 表　奏 国　　王　　咨

鎌 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

東 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

県 ○甲
○乙 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

東
写 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎甲

○乙 ○ ○ ○ ○ ◎ ○

横 ○ ○ ○ ○ ○

台 ○ ○ ○ ○甲
○乙 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○甲

○乙 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

史 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

文書
件数 33 17 26 12 19 24 22 24 13 14 12 26 23 21 19 25 21 26 23 26 33 27

巻
数 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43

44
~
49

文書
形式 符　　　文 執　　　　　照 弘光

文稿
隆武
文稿

□　□
王文稿

移彝
回咨 移彝咨 移彝

執照
山南王
併懐機
文　稿

冊封
使録

鎌 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎

東 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

東
写 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

横 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

台 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

史 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

文書
件数 27 25 36 32 19 46 29 38 31 25 26 24 24 7 19 23 30 26 38 23

『歷代寳案』第１集　存巻表

◎印は校訂本第 1集第 1冊・第 2冊（1992 年刊行）の底本である。
＊巻 41の鎌本は筆写本である。
＊鄭本の構成は独特であるから表示しない（校訂本第 2冊巻末の解説を参照）
＊台本の巻５～巻９は巻号表示と収録内容に１巻ずつずれがあり、実際には巻４は表の巻４（甲）、巻５は巻４
（乙）に該当し、以下巻６は巻５、巻７は巻６、巻８は巻７、巻９は巻８の内容を収録し、巻９は欠巻である。

＊台本の巻４（乙）は破損が著しいため、校合には使用せず。
＊台本には刊行本とマイクロ本があり、巻 14（乙）はマイクロ本のみに収録。
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存巻表 付録

※以下に、底本『歷代寳案』校訂本第一冊 ( 第１集巻 1～ 22) のうち、鎌倉影印本が不
鮮明なため影印を東恩納影印本に差し替えた箇所、及び両本とも欠落しているため東
恩納写本で補った箇所について、二丁一頁 (上下二段組 )を四等分して、上段右から a,b、
下段右から c,d、として表示する。

文書番号 活字本の頁 位置 差替本 文書番号 活字本の頁 位置 差替本
1-01-03 P.7 a,b 東 1-13-19 P.449 a 東
1-01-04 P.7 c,d 東 1-16-01 P.514 c,d 東
1-01-05 P.8 a 東 1-16-13 P.527 a,b 東
1-01-11 P.13 a 東

1-17-01
P.549 a 東

1-01-12 P.13 c 東 P.550 d 東
1-01-29 P.28 c 東 1-17-02 P.551 a,b 東

1-01-33
P.50 d＊ 東 1-17-03 P.552 b,c 東
P.51 a,d 東 1-17-08 P.556 c 東

1-02-17 P.100 c 東写
1-17-13

P.561 a 東
1-04-02 P.128 c 東 P.562 a 東
1-04-05 P.140 b 東 1-17-18 P.568 c 東
1-04-08 P.146 b 東 1-18-04 P.579 a,b 東
1-07-04 P.221 b 東

1-18-05
P.583 b,d 東

1-07-09
P.230 a 東 P.584 a,b 東
P.234 a 東

1-18-08
P.588 c,d 東

P.236 c 東 P.590 a,b 東
1-07-13 P.241 c 東 1-18-12 P.595 b 東
1-07-15 P.243 c 東 1-18-13 P.596 d 東
1-07-21 P.249 b 東 1-18-15 P.599 d 東
1-09-13 P.324 c 東 1-18-24 P.612 b 東
1-12-09 P.404 c 東

1-20-08
P.670 d 東

1-12-10 P.405 c,d 東 P.671 a 東
1-12-13 P.409 d 東 1-20-09 P.672 c 東
1-12-14 P.410 c 東 1-20-13 P.679 c,d 東
1-12-15 P.411 c 東 1-20-17 P.685 a 東
1-13-01 P.428 a 東 1-20-22 P.691 c 東

1-13-10
P.438 a,b,c 東 1-20-26 P.696 c,d 東
P.439 a 東

*竄入の訂正により、東恩納影印本に該当する箇所は dの４行～８行。


